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理 念 

盤標準化協議会は，製品のライフサイクルすべてにおいて，地球温暖化対策や資源効率を高めるなど環境への負荷を 
減らすことを重要課題として，環境と調和した活動を行い，SDGs（持続可能な開発目標）への取り組みを推進し， 
持続的発展が可能な社会の実現を目指します。 
 
環境目的 

地球環境保護 ・ 自然環境保全活動において，環境にやさしい製品づくりを目指し，原材料の調達から製品の製造 
・販売 ・ 物流 ・ 施工 ・ 使用 ・ 廃棄 ・ リサイクルといった製品のライフサイクルすべての段階において，製品の標準化を 
キーワードにして，環境負荷を低減する製品開発と事業運営を行います。 
 
環境目標 

１．CO₂ 排出量の削減 
２．資源の有効活用（ゼロエミッション） 
３．環境貢献型製品の開発 
４．有害化学物質の使用規制 
 
 
行動指針 

 
(１) 環境に配慮した開発 ・ 設計 

地球環境保護 ・ 自然活動保全活動において，環境にやさしい製品づくりを目指します。 

(２) グリーン調達の推進 
環境負荷の少ない材料 ・ 部品等の選定，調達を行います。 

(３) 環境に配慮した製造 
生産活動に伴う地球環境温暖化対策をはじめとする環境負荷の低減と環境汚染の予防を行い，地域社会との 
共生を図ります。 

(４) 法規順守 
環境関連法規 ・ 条例 ・ 協定等を順守します。 

(５) 有害化学物質の使用規制 
RoHS2 指令 10 物質（鉛，六価クロム，カドミウム，水銀，PBB，PBDE，DEHP，BBP，DBP，DIBP）  
の使用規制を基本とし，環境に影響する有害化学物質の不採用 ・ 削減を推進します。 

(６) 省エネルギー  
   CO₂ 削減のため，エネルギー使用量のモニタリングなどを行い，継続的なエネルギー使用量の削減を図ります。 

(７) ゼロエミッション 
廃棄物の発生抑制（リデュース），再利用（リユース），再資源化（リサイクル）の 3R 対策を推進します。 

(８) 環境に関する情報開示 
盤標準化協議会で収集 ・ 構築した環境に関する情報は，ホームページへの掲載等で広く一般に開示します。 
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